


ドロデータ(casc2)である。なお、下流端では等流水深を与える。

図 6は 、caselでの平水時(13m3/s)、洪水ピ
ーク時(1960m3ね)

における、河床材料の平均粒径、および河床位の変化を示す。

これによると、初期河床は平坦であるため、水面幅が小さい場

所で流速が速く、河床が洗掘され、凹凸が表れる。

初期の平水時には、堆積部において河床材料は細かく、

部で粗い。しかし、1回 目の洪水直後からは、平水時にお

いて、河床位の低い領域で細かく、高い領域で粗くなり、

実河川で見られるような瀬と淵の特性を持つようになる。2

回目の洪水以降、平水時にはこの傾向が続くが、増水時に

おいて平均粒径の縦断分布は逆転し、瀬で細かく、淵で粗

くなる。さらに、洪水減水時には元の縦断分布に戻る。こ

れは、以下のような現象によるものと考えられる。初期河

床位が平坦であるため、1回 目の洪水中は、常に、瀬で堆

積、淵で侵食となる。そのため、瀬で河床材料は細かくな

り、淵で粗くなる。しかし、洪水を重ねることにより、河

床形状と河床材料の粒度が、流量に対応して周期的に変動

するようになると、増水時に頼で堆積、淵で侵食、減水時

に瀬で侵食、淵で堆積となる。そのため、2回 目の洪水以

降は、平水時に、瀬で粗粒化、淵で細粒化する。一方、流

量ピーク時では、瀬で細粒化、淵で粗粒化することとなる。

次に、case2の計算結果として、lo年 後、20年 後、29

年後の縦断河床形状、および河床材料の平均粒径を図 7に

示す。まず、河床位について、10年後と20年後をみると、

侵食、堆積ともに進行するが、その後、全区間で堆積傾向

にあるとこれは、実河川では供給土砂量より流出土砂量が

侵食
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図 5 caselのハイドロデータ
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図 6 洪 水時における平均粒径の縦断分布
および河床位の変動

多いが、計算では平衡給砂を与えているためと考えられる。次に、

平均粒径に着目すると、瀬では時間が経過するにつれ、粗粒化が

みられる。また、淵では、大きな変動はなく、常に粒径は2～5mm

である。これより、次第に瀬と淵での粒径差が大きくなり、分級

が進むことが分かる。さらに、29年 後の計算結果と、図 1の 上流

部における平均粒径の実測値を比較すると、瀬と淵ともほぼ
一致

していることが分かる。

4.おわりに 本 研究より得られた成果をまとめると以下のように

なる。(1)瀬と淵の河床形状と河床材料の粒度の縦断分布は良く対

応しており、平水時において、瀬で粗粒化、淵で細粒化している。

(2)瀬と淵を有する河道では、増水時には瀬で堆積、淵で侵食とな

るため、洪水ピーク時において、瀬で細粒化、淵で粗粒化が進む。一方、減水時には瀬で侵食、淵で堆積と

なるため、平水時において、瀬で粗粒化、淵で細粒化する。c)長期的にみると、河床材料の分級が進み、瀬

と淵での粒径差は大きくなる。

参考文献 1)河 道変遷特性に関する研究 (財)河 川環境管理財団 平 成 lo年 度 2)江 頭 ・金 ・竹林 ・池

田・永田 :木津川下流域の河床変動と土砂収支 水 工学論文集、第 44巻 2000年 2月

（日
）
導
抵
展

　
　

合
じ
翌
弾
軍
併

1 2 3 4 5 6

距離(k■l

図 7 平 均粒径および河床位の経年変化

-13口 3/s(平 水時)  ― 一-1960回 3/s(洪水ピーク時)

正-42-2




